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ＮＰＯ法人日本ファンドレイジング協会 

２００９年度 事業・活動報告 
 

＜１＞ 日本ファンドレイジング協会の組織基盤強化 

 

１．事務局開設 

１）職員雇用 

    

４月２１日より、事務局長、事務局次長を雇用。同日、補助作業員を１名採用し１年契約雇用。加

えて、６月１日より、１名を補助作業員として採用して１年契約雇用。１０月より、主にファンド

レイジング大会開催準備などについて、必要時にアルバイトの雇用も行っている。職員雇用にあた

り、「協会各種規約等集成」を、前年度３月２５日の理事会で策定し、新年度４月１日から施行し

た。 

 

２）事務局開設 

 

５月末日までは、ＮＰＯ法人シーズ・市民活動を支える制度をつくる会事務所内に仮事務局を設置

して、会員の管理、対外対応、新事務所開設に向けた準備等を進めた。 

 

６月１日より、港区新橋に事務局用物件を賃貸。 

同日、協会新事務局を開設した。 

   

７月７日には、支援者を招いて「オープンハウス」 

を実施。３５人の会員などが集った。 

（オープンハウス） 

２．組織化 

 

１）総会開催 

６月２５日に、通常総会を開催。当日は、運営会員２１名、賛同会員２０名の皆様が出席。今回の

総会は、会員を迎えての最初の総会ということで、２部構成で開催。第一部が総会、第二部では代

表理事の堀田も交えて、参加者全員による「寄付文化の革新に向けて」と題するワークショップを

行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２００９年度通常総会） 
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１０月１９日には、ＮＰＯ法人格取得に向けて臨時総会を開催。同日、ＮＰＯ法人日本ファンドレ

イジング協会の設立総会も開催した。 

 

２）理事会開催 

  

今年度は、下記のとおり、４回の理事会を開催した。 

 

６月２５日 第三回理事会 

主な審議：総会議案書の決定、事務局長決裁内容の一部変更、各種事業計画 

 

９月１７日 第四回理事会 

主な審議：寄付者権利憲章起草委員会メンバー選出と発表までの進め方、ファンドレイジング大会、

寄付白書の今後の進め方、法人化 

 

１月１９日 第五回理事会 

主な審議：第１回日本ファンドレイジング大賞の選考、Giving Japan（寄付白書） 

 

３月３１日 第六回理事会 

主な審議：２０１０年度暫定事業計画決定、２０１０年度暫定予算案決定 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            （第四回理事会） 

３）会員拡大 

 

設立時に策定された「会員規約」にもとづいて会員を募集。その拡大を図った。会員数は、個人・

法人をあわせて、２２４人となり、当初の目標１７０人を上回った。 

     

 

協会の会員構成は下記。 

 

運営会員（年会費24,000円） →総会議決権をもつ 

賛同会員・個人（年会費12,000円を1口以上） 
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賛同会員・ＮＰＯ（年会費12,000円を3口以上）    

賛同会員企業（年会費12,000円を5口以上） 

 

 

2010年3月31日現在の会員数は下記のとおり。 

 

 

 

 

 

 

４）ボランティアの組織化 

 

「ＪＦＲＡボランティアデー」を全６回開催した。「ＪＦＲＡボランティアデー」を中心に積極的

にボランティア参加を募り、折々、ジャーナルの発送、セミナー、ファンドレイジング大会等で協

力を得た。特に、ファンドレイジング大会では、３４人のボランティアが大会の開催準備と当日の

運営に協力した。 

 

   「ＪＦＲＡボランティアデー」 

2009年 

１２月１６日(水)19:00-20:30  

事項：協会の紹介とFRJ2010の参加者募集について 

2010年 

１月２０日(水)19:00-21:00 

事項：協会の紹介とFRJ2010全体像について 

２月  ３日(水)19:00-21:30 

  事項：協会の紹介とFRJ2010役務分担について 

２月１７日(水)19:00-21:00 

事項：FRJ2010のふりかえり 

３月１２日(金）19:00-20:30 

事項：来年度の事業についての意見交換 

３月３０日(火)19:00-20:30 

  事項：協会の紹介と事務作業 

 

３．ＮＰＯ法人格取得 

 

９月１７日に開催した第四回理事会にて、法人格取得を審議。ＮＰＯ法人格を取得することで合意。

１０月１９日に臨時総会を開催してＮＰＯ法人化を決定し、同日、設立総会を開催した。翌１０月

運営会員  58人 

賛同会員・個人  147人 

賛同会員・NPO  18団体 

賛同会員・企業  1企業 

 

（ＪＦＲＡボランティアデー） 
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２０日に東京都に認証申請を提出。２０１０年２月１９日に東京都知事の認証を受けた。３月１２

日に登記完了。特定非営利活動法人日本ファンドレイジング協会となった。 

 

４．広報 

 

１）マスコミ報道実績 

 

協会では、これまでに接触のあったマスコミ関係者に対して、折々、個々に協会の活動に関して情

報提供をし続けている。その結果、「寄付に関して」の取材を受けることが多々あり、取材後に報

道された実績は以下の通り。 

 

２００９年 

４月２９日 朝日新聞 「ＮＰＯが寄付を集めるのは」 

５月３０日 産経新聞 「社会貢献したい！！」 

７月２８日 朝日新聞  「『志』で社会を動かすコミュニケーションー時代を拓くＮＰＯに求め

られる戦略的広報の視点」 

７月３０日 中日新聞 「共感得られるＮＰＯへ」 

８月２７日 テレビ東京 ワールド・ビジネス・サテライト 

「根付くか？寄付で資金調達」 

（現在も、テレビ東京の下記サイトにて動画配信中） 

http://www.tv-tokyo.co.jp/wbs/highlight/o1_181.html 

８月３１日 福祉新聞 「日本ファンドレイジング協会主催セミナー『コーズ・リレイテッド・

マーケティングは救世主になれるのか?!』」 

９月２９日 産経新聞 「来月15日に企業の社会貢献探るセミナー」 

１０月５日 産経新聞 「プロボノ 秘めた力」 

１０月６日 日本経済新聞 「寄付 安心して楽しんで」 

１０月６日 朝日新聞 「企業の社会貢献課題などを議論」 

 

２０１０年 

１月１１日 福祉新聞 「ファンドレイジング・日本２０１０ 2月6・7日に東京で」 

２月１３日 朝日新聞 「98歳・私の証 あるがまま行く 日野原重明 寄付文化が根付くには」 

２月１８日 公明新聞 「北斗七星（ファンドレイジング・日本2010の報告） 

３月１９日 公明新聞 「ＮＰＯ活動のさらなる発展へ」 

３月３１日 日本経済新聞「寄付、楽しみたい」 

 

２）ロゴの作成 

 

会員の紹介で、デザイナーのAkio Omiya氏に協会のロゴデザインを作成してもらった。 

http://www.tv-tokyo.co.jp/wbs/highlight/o1_181.html
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このロゴは、大小様々な六角形が繋がり、上方に伸びていくことをイメージ。「六角形」は、大自

然界の秩序に適合した形（力学的構造）で、最も安定した力（パワー）を発揮するともいわれ、象

徴的にも相反するエネルギーの調和や、世界の融和を表す形状といわれている。この六角形の６つ

の角を、①寄付者、②民間非営利組織、③受益者、④行政、⑤企業、⑥未来に生まれてくる子ども

たちにみたてて、その全ての人々の幸せが調和して、循環する社会を目指していきたいという想い

をこのマークに託している。 

 

３）ホームページ開設 

 

１０月７日にホームページを開設。海外のファンドレイジング協会との連携のためにも、英語ペー

ジも用意した。このホームページでは、協会の目指すもの、組織概要、事業概要などを紹介。各種

セミナーやイベントの御案内など、協会の様々な情報を折々掲載している。 

 

４）ＣＡＮＰＡＮブログでの情報発信 

 

ホームページ開設以前から、ＣＡＮＰＡＮブログにて、「事務局便り」と題して、協会の動きなど

を掲載。１年間で１９２本のブログ記事を掲載した。 

 

５）団体概要・パンフレットの作成 

 

団体の認知度アップのために、団体概要/発起人名簿とその内容をよりビジュアルに表した三つ折り

パンフレットを作製した。 

 

５．その他 

 

商標登録 

 

今後、各地でファンドレイジングに関する取り組みが他団体でも実施されることが予測される中で、

協会ブランドを確立していくために、以下の事業名称などを商標登録することとし、２０１０年１

月５日付で出願した。3月現在審査中。 

 

①「Giving Japan」（寄付白書の名称として） 

②「認定ファンドレイザー」（認定ファンドレイザー資格制度の名称として） 

③日本ファンドレイジング協会（団体名称として） 
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④フィランソロピーガイド（フィランソロピー教育の資格認定者の名称として） 

 

＜２＞ 寄付文化革新事業 

 

１．研修事業 

 

１）ファンドレイジングセミナー開催（全３回） 

 

一般向けセミナーとして、広くＮＰＯ関係者などを 

対象としたセミナーを3回開催した。 

 

第一回 ２００９年８月４日（参加者数：177人） 

 「『志』で社会を動かすコミュニケーション 

 ～時代を拓くNPOに求められる戦略的広報の視点～」 

講師：株式会社電通 執行役員 白土謙二 氏 

 

第二回 ２００９年９月１２日（参加者数：127人） 

「コーズ・リレイテッド・マーケティングは 

救世主になれるのか！？」 

講師：Causebrand Lab. 野村尚克 氏 

     

第三回 ２００９年１０月１５日（参加者数：86人） 

「今、経済危機下で問われる持続可能な企業の社会貢献～ＮＰＯ側の課題は？～」 

講師：基調講演 特定非営利活動法人日本ＮＰＯセンター 代表理事 山岡義典 氏 

パネラー：花王株式会社 ＣＳＲ推進部長 兼 社会貢献部長 嶋田佳代子 氏 

公益社団法人日本フィランソロピー協会 理事長 高橋陽子 氏 

トヨタ自動車株式会社  社会貢献推進室長  中山直人 氏 

ＮＰＯ法人日本ＮＰＯセンター 代表理事 山岡義典 氏 

 

いずれのセミナーも、参加者へのアンケートでは、 

満足度、わかりやすさ、ともに5点満点の4点を超えて 

おり、成功裡に終わったと言える。 

第一回：満足度 4.8 わかりやすさ 4.7 

第二回：満足度 4.4 わかりやすさ 4.4 

   第三回：満足度 4.1 わかりやすさ 4.1 

 

２）ファンドレイジング研究会開催（全７回） 

 

 

（第一回 ファンドレイジングセミナー） 
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「ファンドレイジング研究会」は、当協会の会員を対象として、ＮＰＯの資金調達改善の事例研究

やスキルアップ研修を実施することを目的とするもの。相互の学び合いの環境を担保するために、

人数を２５名程度として、参加型で開催することで、ノウハウや知見の集約、共有を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎回、研究会では、終了後に「１時間だけ」の懇親会を開催。毎回、ほとんどの参加者が参加、講

師を交えて、和やかな交流と熱心な議論が続いた。 

 

なお、研究会では、毎回、終了後の１週間後の週末に、参加者がオンライン上（ファンドレイジン

グネット：http://frn.npoweb.jp/ ）で研究会を振り返る週末書き込みイベントを行った。これは、

研究会の２時間だけではなく、その後に皆で振り返ることで、さらに学びが深まることを企図して

実施している。 

 

第一回 2009年7月24日（参加者数：27名） 

「日常を大切にするファンドレイジング～ステークホルダーピラミッドの活用と展開～」 

   講師：NPO法人高木仁三郎市民科学基金 事務局 菅波完 氏 

 

 第二回 2009年9月7日（参加者数：26名） 

   「企業に対するファンドレイジング～企業への伝え方の極意～」 

   講師：富士ゼロックス東京株式会社 伊藤清和 氏 

   

 第三回  2009年10月7日（参加者数：23名） 

   「イベント型ファンドレイジング」 

    講師：ＮＰＯ法人難民を助ける会 山田かおり 氏 

Room to Read 小川宏 氏 

 

 第四回 2009年11月11日（参加者数：25名） 

   「支援者のコミュニティ化」 

講師：たすく 斎藤宇開 氏 

 
（第一回ファンドレイジング研究会） 
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  第五回 2009年12月4日（参加者数：26名） 

   「理事・ボランティアが活躍するファンドレイジング」 

    講師：財団法人さわやか福祉財団 理事 丹直秀 氏 

        ＮＰＯ法人シャプラニール 勝井裕美 氏 

 

 第六回 2010年1月19日（参加者数：23名） 

   「パブリック・スピーキング」 

   講師：株式会社コムニス 蔭山洋介 氏 

 

第七回 2010年3月10日（参加者数：16名） 

   「社会的認知の低いテーマのファンドレイジング」 

    講師：ＮＰＯ法人全国被害者支援ネットワーク 奥田江里子 氏 

ＮＰＯ法人難民支援協会 鹿島美穂子 氏 

    

２.ファンドレイジング大会開催 

 

２０１０年２月６日・７日、日本財団ビル1階・2階にて、日本で初めてのファンドレイジング大会

「ファンドレイジング・日本２０１０～共感と感動の循環始まる～」を開催し、全国から４００名

の参加者を得た。 

 

１）開催告知の広報活動 

 

協会では、この大会開催を今年度のメインイベントと位置付け、集客、及び協会の認知度の向上を

図るべく、事前の広報活動に注力した。特に、大会開催概要（全２４セッションの解説付き）は12000

部作成。関係機関の協力も得て、日本各地に配布した。 

 

２）開催概要 

 

開催にあたっては、ボランティアの協力を得て準備を進めた。ボランティアを公募する他、ボラン

ティアへの説明会も開催。円滑な活動が図れるように「運営者用資料」を作成し配った。 

 

大会には約４００名の参加者を得た。そのうち、有料参加者数は３２１人。加えて、講師、招待客

（含むマスコミ関係者）と運営者。 

 

参加者のうち、地域的には関東圏からが６９％。その他、北海道から沖縄までの全国各地から参加

を得た。職業的には、５５％の人がＮＰＯの有給職員、ＮＰＯのボランティアが１２％、企業勤務

者が１９％と続く。 
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２日間の全２４セッションの内容は、ファンドレイジングに 

関するノウハウ・ツール・成功事例の検証など。 

 

１日目の夕刻には交流会も開催し、カワルコ氏はじめ、 

講師も交えて、約２００名が参加した。 

 

クロージングセッションでは、大会宣言として「寄付者の権利 

宣言２０１０」を発表。また、「第一回日本ファンドレイジング 

大賞」を「世界の子どもにワクチンを日本委員会」に授与した。 

 

 

 

 

 

 

 

（ファンドレイジング大賞の授与）       （展示コーナー） 

 

３）協賛・後援団体 

 

開催に際して、下記の企業の協賛を受けた。 

・株式会社エースデザイン 

・ＮＰＯ法人ＣＡＮＰＡＮセンター 

・株式会社ファンドレックス 

 

開催に際して、下記の９団体の後援を受けた。 

（50音順） 

・特定非営利活動法人ＮＰＯ会計税務専門家ネットワーク 

・社会福祉法人大阪ボランティア協会 

基調講演には、ヨーロッパファンドレイジング協
会副会長のロバート・カワルコ氏を招聘。「ヨー
ロッパのファンドレイジングの潮流」と題して 40
分間の基調講演を行った。また、ヨーロッパ各国
のファンドレイジング協会からの協会へのメッセ
ージを届けてくれた。（別添資料 39-1～3）カワ
ルコ氏は、6日の交流会、7日の会員とのランチミ
ーティングにも参加し、参加者と交流した。 

 

 

  

（交流会風景） 

（基調講演のカワルコ氏） 
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・社団法人企業メセナ協議会 

・公益財団法人公益法人協会 

・特定非営利活動法人シーズ・市民活動を支える制度をつくる会 

・公益財団法人助成財団センター 

・東京ボランティア・市民活動センター 

・特定非営利活動法人日本ＮＰＯセンター 

・公益社団法人日本フィランソロピー協会 

 

４）その他 

 

参加者には、全セッションの配布資料を１冊にまとめた冊子を提供した。 

 

講師の所属団体、開催後援団体の展示コーナー（書籍販売を含む）を設置した 

 

参加費には会員特典としての割引を設けたため、（会員８千円・非会員１万２千円）、大会参加を

機に入会をした人が３６人（内、団体賛同会員３団体）あり、会員拡大への導線として機能した。 

 

大会の記録として、１８分のビデオを作成。このビデオは、ＤＶＤとして関係者に配布。また、今

後、YouTubeで公開の予定。協会のイベント開催時に上映するほか、来年度の開催に関して協賛・後

援などを得る際のツールとする。 

 

大会をＴＢＳテレビが取材し、ＴＢＳのネット配信ニュース 

として報道された。 

 

来年度の開催は、２０１１年の２月５日と６日。 

日本財団ビルにて。今回の参加者に対しては、 

チラシとカードを配布して、来年度の参加を呼び掛けた。 

 

３．出版事業 

 

季刊誌として、ファンドレイジングジャーナル、「FUNDRAISING」を創刊した。今年度は３号を発行

した。 

 

・創刊号 2009年9月1日発行 特集「経済危機下の寄付動向」 

・第二号 2009年12月1日発行 特集「遺贈」 

・第三号 2010年3月1日発行 特集「ファンドレイジング・日本2010」 

 

このジャーナルは会員に対しては会員特典として無料配布。その他、有料定期購読者は７４名。ま

 

 （ＴＢＳの取材） 
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た、希望者には販売。会員の紹介で、第ニ号から、立川駅前の書店でも市販を開始した。 

  

４.普及啓蒙事業 

 

１）「寄付者の権利宣言２０１０」 

 

「寄付者の権利宣言２０１０」は、寄付者が最低限有すると考えられる権利についてとりまとめた

もの。 

 

策定にあたっては、「寄付者の権利宣言起草委員会（座長：堀田力）」を２００９年１０月に設置

した。起草委員会メンバーは以下の通り。 

 

委員（50 音順） 

浅野 晋   青葉総合法律事務所 弁護士 

伊藤美歩  有限会社アーツブリッジ 代表 

鵜尾雅隆  日本ファンドレイジング協会 常務理事・事務局長 

金沢俊弘  公益財団法人公益法人協会 専務理事・事務局長 

岸本幸子  特定非営利活動法人パブリックリソースセンター 理事・事務局長  

小林 毅  特定非営利活動法人国際協力NGOセンター 理事 

渋澤 健   株式会社シブサワ・アンド・カンパニー代表 

白土謙二    株式会社電通 執行役員 

田幸大輔    社団法人経済同友会 マネージャー 

田中 皓     公益財団法人助成財団センター 専務理事 

田尻佳史    特定非営利活動法人日本NPOセンター 事務局長 

田代富保    社団法人企業メセナ協議会 事務局長 

林 泰義    特定非営利活動法人玉川まちづくりハウス運営会員 

早瀬 昇     社会福祉法人大阪ボランティア協会 常務理事・事務局長 

船橋 力     株式会社ウィル・シード 代表取締役 

堀田 力     財団法人さわやか福祉財団 理事長 

松原 明     特定非営利活動法人シーズ・市民活動を支える制度をつくる会常務理事 

脇坂誠也    脇坂税務会計事務所 税理士 

 

策定にあたっては、第一回起草委員会を１１月２５日に開催して草案を作成。１２月７日から２０

１０年１月６日までウェブ上で意見募集をおこなった。 

 

意見募集の結果をもとに、１月１９日に第二回起草委員会を開催し、宣言文を決定した。 

 

「寄付者の権利宣言２０１０」は、２月７日、「ファンドレイジング・日本２０１０」のクロージ



12 

 

ングセッションにおいて、「大会宣言」として発表した。宣言文には、「寄付者の権利宣言２０１

０の策定について」と「寄付者の権利宣言２０１０の運用にあたって」の2文を添えて公開した。 

発表後、この権利宣言への賛同団体を募集し、すでに３１団体が賛同し、その一覧をホームページ

で公開している。 

 

---------------------------------------------------------------------------- 

＜寄付者の権利宣言２０１０＞ 

 

私たちは、すべての人が社会をより良くしていくために、自由な意思に基づく寄付やボランティア

活動により、社会に参加する権利を有していると考えています。 

 

私たちは、寄付の促進のためには、寄付に託された寄付者の志や想いがきちんと受け止められ、寄

付者が寄付による満足感や達成感を得られることが大切だと考えています。 

 

よって、私たちは、寄付という行為を通じて、寄付者と寄付の受け手が相互に理解を深め、信頼関

係を構築していくために、ここに寄付者の権利を宣言します。 

 

1.寄付者は、寄付に際して、寄付先、寄付目的、寄付金額、寄付物品を自身の意思で決めることが

できます。 

2.寄付者は、寄付金や寄付物品の使途目的をあらかじめ知ることができます。 

3.寄付者は、寄付先の組織、事業内容、財務情報について知ることができます。 

4.寄付者は、寄付金や寄付物品が実際にどのように活用されたかを知ることができます。 

5.寄付者は、寄付先に、自身の個人情報の保護を求めることができます。 

私たちは、寄付者の権利は時代とともに進化するものと考えています。 

本宣言を起点として、日本ならではの寄付のあり方について議論を広げていきたいと考えています。 

---------------------------------------------------------------------------- 

 

２）「第一回日本ファンドレイジング大賞」 

 

２０１０年２月７日、「ファンドレイジング・日本・2010」のクロージングセッションで、「世界

の子どもにワクチンを日本委員会」に対して、「第一回日本ファンドレイジング大賞」を授与した。 

 

「日本ファンドレイジング大賞」は、日本の寄付文化の革新を後押しするような先駆的で、他の団

体の模範となるような取り組みに対して贈るもの。 

 

協会では、２００９年１２月１日から１２月３１日まで受賞候補団体の募集を行った。 

 

２０１０年１月１９日に日本ファンドレイジング協会の理事からなる選考委員会を開催して、第一

http://jfra.jp/prize
http://jfra.jp/prize
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回の大賞を「認定ＮＰＯ法人世界の子どもにワクチンを日本委員会」に贈ることを決定した。 

 

表彰対象となったのは、同団体のプロジェクト「僕のルール・私の理由エッセイコンテスト」で、

このプロジェクトは、寄付や募金にまつわる経験や思いをテーマにしたエッセイを募集して、優秀

作品を表彰するというもの。団体の枠を超えて、広く日本の寄付文化の醸成に貢献したことを評価

した。 

 

５. 調査研究事業 

 

「Giving Japan」（寄付白書）発行準備 

 

主要各国には、Giving USA、Giving Koreaなどがあり、寄付に関する統計情報が、毎年、継続的に

発信されている。しかしながら、日本には毎年実施される寄付調査がなく、日本の寄付の現状と動

向は明らかではない。 

 

そこで、日本の寄付市場の規模や特性、その動向を明らかにするGiving Japan（寄付白書）を発行

することとした。Giving Japan の発行を通じて、寄付市場への関心と理解を広め、日本の寄付市場

の成長を促す。 

 

今年度は、次年度の発行に向けた準備を開始した。 

 

具体的には、まず、２００９年１２月に「「Giving Japan」（寄付白書）発行研究会」を発足。こ

れまでに全４回の研究会を開催し、調査項目、全体構成案などを検討した。 

 

研究会開催日 

第一回 2009年12月14日 

 第二回 2010年 1月22日 

 第三回 2010年 2月 8日 

 第四回 2010年3月26日 

 

研究会のメンバーは下記の通り。 

（50音順） 

阿部陽一郎（中央共同募金会 広報副部長） 

鵜尾雅隆（日本ファンドレイジング協会 常務理事・事務局長） 

岸本幸子（パブリックリソースセンター事務局長・日本ファンドレイジング協会理事） 

田中 皓（助成財団センター専務理事・日本ファンドレイジング協会理事） 

山内直人（大阪大学教授・日本ＮＰＯ学会会長） 
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そして、研究会で調査項目などを決定し、３月に、個人の寄付に関するインターネット調査を実施

した。なお、調査にあたっては、インターネット調査を株式会社インテージに業務委託した。 

 

また、個人以外のルート別、分野別の寄付実態を明らかにするための基礎調査を、ＮＰＯ法人パブ

リックリソースセンターに依頼した。 

 

次年度は、個人寄付に関するインターネット調査結果について、大阪大学山内直人研究室に分析を

依頼。加えて、有識者に部分執筆を依頼して、「Giving Japan」を編纂して出版する。 

  

６．その他 

 

１）講師派遣 

 

全国のＮＰＯのファンドレイジングのスキルアップに向けて、また、将来的な地方での活動展開を

見据えて、さらに、協会の社会的な認知度を向上させるために、今年度は積極的に講師派遣を行っ

た。 

 

派遣実績は下記の通り。 

 

2009年 

6月20日 

財団法人東京都スポーツ文化事業団／財団法人東京都体育協会 

 「平成21年度 スポーツクラブマネジャー育成講習会」  

9月22日 

鳥取大学附属芸術文化センター  

「寄付が変える市民社会・寄付が創る芸術文化」 

11月8日 

ＮＰＯ法人アートＮＰＯリンク  

全国アートNPOフォーラムin舞鶴   

「ワークショップ：ファンドレイジング（戦略的寄付集め）の実践」  

11月26日 

独立行政法人国際協力機構 

平成２１年度「タイ・ナレッジマネジメント」研修コース  

11月27日 

特定非営利活動法人 きょうとＮＰＯセンター 

「寄付を集める！ＮＰＯ・市民団体のためのファンドレイジング力向上セミナー１」 

12月19日 

特定非営利活動法人 きょうとＮＰＯセンター 
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「寄付を集める！ＮＰＯ・市民団体のためのファンドレイジング力向上セミナー２」  

「共感を集めるＮＰＯの情報発信～ＣＭづくりを中心に」  

12月17日 

  関西ＮＧＯ協議会 

「ＮＧＯワーカーのための課題解決力養成研修」  

 

2010年 

1月27日 

文部科学省 

「公益活動を担う法人に対する寄附の促進に向けた税制などの在り方についての勉強会」  

2月12日 

大阪ボランティア協会 

「寄付金・会費を増やすヒントを学ぶセミナー」  

2月20日 

厚生労働省・こども未来財団・児童健全育成推進財団 

「みんなで子育て研修会in福岡」 

2月25日 

群馬ＮＰＯ協議会 

「ＮＰＯ資金調達のヒケツ！」  

3月11日 

ＮＰＯ法人シーズ・市民活動を支える制度をつくる会 

「ＮＰＯファンドレイジング研修会 組織のみんなでファンドレイジング」  

3月12日 

 公益のふるさと創り鶴岡・ＮＰＯもがみ 

 「資金調達の極意（新庄）」 

3月13日 

公益のふるさと創り鶴岡  

 「資金調達の極意（鶴岡）」 

 3月17日 

千葉県内ＮＰＯ 

「紹介ＣＭづくりを通じて高めるファンドレイジング力」  

 

２）業務委託 

 

山形県より、下記を受託して実施した。 

 

「平成21年度山形県ＮＰＯマネジメント力向上支援事業」 

第一講「戦略的ファンドレイジングの実践」 
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  2010年2月21日（日）10時～12時 

第二講「助成金を獲得して事業を発展させるには」 

  2010年2月21日（日）13時～15時 

第三講「共感を得るための効果的な表現とは」 

  2010年3月6日（土）10時～15時 

第四講「団体紹介CMの作成方法」 

  2010年3月6日（土）13時～15時 

第五講「上手に伝えて支援者を拡大しよう！」 

  2010年3月24日（水）13時～16時 
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